
港区立郷土歴史館等複合施設（ゆかしの杜） 
 【要約】 旧公衆衛生院建物を、港区が保存再生し、新たに郷土歴史館・がん在宅緩和ケア支援センター・子育て関連施設等の複合 

施設へ用途変更して活用する工事です。この歴史的建造物のオーセンティシティを守りながら、新しい用途、港区の公共施 

設としての機能（耐震性も含む）を満足させ、現行法規を満たすための工事である。 

     完成後の文化財指定とその運用を視野に入れ、外観・内観ともに創建当初の建物の風格を蘇らせながら、構造の耐震化 

及びバリアフリー化が図られ、安心安全に使い続けることができる公共施設として再生した。 

2011年に建物を保存しながら利活用する決定がなされ、2016年 10月保存改修工事が着工、2018年 2月に竣工した。 

【耐震改修の特徴】歴史建築物の保存と利活用 

【耐震改修の方法】強度向上 靭性向上 免震改修 制震改修  仕上げ改修 天井改修 設備改修 液状化対策 基礎の耐震改修  

         その他 （  ） 
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他 
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既存建物の再生にあたり保存と利活用の新た

な取り組み 

●建物概要 

建物名称 ：港区立郷土歴史館等複合施設（ゆかしの杜） 

所在地  ：東京都港区白金台4-6-2 

敷地面積 ： 11,173.17 ㎡  

建築面積 ： 2,823.16 ㎡ 

延床面積 ： 15,155.20  ㎡ 

階数   ：地下1階 地上6階 塔屋4階 

構造   ：鉄骨鉄筋コンクリート造 

建設年  ：1938 (昭和13)年竣工 

改修前用途：研究所（旧公衆衛生院） 

改修後用途：郷土歴史館・がん在宅緩和ケア支援センター・子育て関連施 

      設（学童クラブ・子育てひろば・みなと保育サポート等）・

区民協働スペース等） 

本建物の公衆衛生院は、内田祥三(よしかず)の設計・大倉土木株式会社 

（現 大成建設株式会社）の施工により、1938年3月に竣工した。 

 創建当時、公衆衛生技術者の養成・訓練および公衆衛生に関する調査研 

究を行う施設として、旧東京帝國大學傳染病研究所内に建設された。 

●改修経緯 

港区立郷土歴史館等複合施設（ゆかしの杜）は、港区白金台に位置する

公共施設である。 

公衆衛生院として1938年に建設されたこの建物は、2004年に「国立保

健医療科学院」が埼玉県和光市に移転し、以降使われなくなっていた。 

しかし、港区は2009年に土地と建物を虎ノ門3丁目旧鞆絵小学校跡地

との換地で国から取得し、2011 年に建物を保存しながら利活用すること

が決定した。2016年 10月から保存改修工事が開始され 2018年 2月に竣

工した。 

歴史的建造物である旧公衆衛生院を耐震改修し、用途変更した上で、

郷土歴史館・がん在宅緩和ケア支援センター・子育て関連施設・区民協働

スペースなどとして再生した。 

改修は創建当時の意匠や技術などの価値を保存すると同時に、積極的 

な利活用に応えるために各種区画・バリアフリー化等を現行法規に適合

させ、最新設備を導入し再生することとした。また、「安全•安心」に使

い続けられる建物とするため、公共施設としての耐震安全性(ＩSO= 0.75)

を確保する耐震補強を行った。 

本計画のように大規模な歴史的建造物を保存しながら新たな用途へ

転用し活用する例は稀であり、永く使い続ける好例として、この建物

が広く愛され生き続けることを目指した。 

写真１ 改修前の外観写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 改修後の外観写真 

●保存グレードの設定 

全室（約 350 室）の既存部材の保存状況の調査確認を行い、各室ご

とに保存グレードを設定して設計・施工の拠りどころとした。 

保存グレードは、各室の保存と改変の状況から改修の考え方として

6段階に分けて設定した。（表1および図1） 

表1 保存グレードの設定内容 

 

●耐震改修計画 

建物の平面形状が不整形（馬蹄形）であるため、全体として耐震性を

満足するように補強した上で、中央棟・北棟・南棟にゾーニングし、更

にそれぞれの耐震性についても検証を行った。 

補強後の構造耐震安全性は「官庁施設の総合耐震計画基準」に準拠

し構造体の耐震安全性の分類「Ⅱ類」（大地震動後、構造体の大きな

補修をすることなく建築物を使用できることを目標とし人命の安全確

保に加えて機能確保が図られている）を目標とし、構造耐震判定指標

ISO =0.75(塔屋の1次診断はISO=1.0)、終局時累積強度指標と形状指

標の積CTU·SD≧0.35とした。 

補強部材は保存グレードの設定と構造的なバランスに配慮して配置

した。保存グレードが高い「保存部分A」の中央階段のある中央棟に

は多くの補強を入れられないため、床スラブの移行せん断力に配慮し

ながら隣接する北棟・南棟の耐震性を高め、中央棟の耐震性が確保で

きる計画とした。 

耐震補強は主に軽量な鉄骨ブレースを用いる計画としたが、全体の

剛性調整と平面計画の都合に合わせ RC 造新設壁による補強を併用し

た。補強箇所は建物全体で鉄骨ブレース 164 箇所、RC 造新設壁 99 箇

所、RC造壁増打ち50箇所、構造スリット設置31箇所となった。 

 

図1 保存グレードと補強位置図 

       

写真3 保存グレードの高い部屋の改修後の写真 

（左：中央階段[保存部分A] 右：コミュニケーションルーム[保存部分B]） 

●空間の開放性を損なわない耐震補強 

「保存部分B」の部屋では、空間のイメージを損なわないように、ガ

ラスの補強「T.G-Wall」を採用した。「T.G-Wall」は異種材料である鋼

板と強化ガラスを組み合わせた斜め格子状の耐震補強工法である。1階

カフェと2階コミュニケーションルームに計3台採用した。 

 

写真4 2階コミュニケーションルームのT.G-Wallの写真 

●設計者コメント 

歴史的建造物としての価値保存と、現代の施設として積極的に活用

するという、相反する命題に対して良い改修事例となった。 

●施工者コメント 

プロポーザル提案時より施工者も参画する体制とし、実施設計図書

を作成する中で、施工性を考慮した既存建物調査を進めた。設計施工

期間全体で29ヶ月の短工期で保存改修工事ができたのは、発注者を含

めた関係者全員が早い段階から協力を重ねた結果だと考えている。 

●発注者コメント 

港区指定文化財を目指して、保存と改修を進めてきました。設計者・

施工者だけでなく、学識経験者の意見を伺いながら、この計画が進め

られたことは、意思統一がうまく図られた結果だと考えている。 

 


